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板五中 板四小

みなさんが選んだおすすめ本の中の

わたしの好きな一文は

上記の色のついた枠で囲まれています

本のどこにあるか､読んで探してください。

『岳物語』「タンポポ」

著：椎名誠

集英社文庫

わたしの好きな一文はコレ!

「おいおきろコラ、たいへんなこ

とがおきたんだぞ！腹なんかだ

している場合じやないぞ｜」
集英社交慮

私と岳という主人公のお話です。岳はバレンタインに３人の女子にチョ

コをもらいました。岳は三人の女の子に手紙をかくことにしました。３

人とも文は一緒でしたが、１枚だけちがうものが…。どこがちがってい

たのかは読んでみてください。（1年）

『だから私は、明日のきみを描く』

著：汐見夏衛

スターツ出版株式会社

わたしの好きな一文はコレ!

誰にも違廠せずに、描きたい

だけ、描きたいように描いて

いい。

主人公の遠子は大人しくて自分を上手に出せない平凡な女子。高校に

入るがクラスで孤立しそうになった所を小学校から同じの遥に助けて

もらい何とか高校生活を送っている。そんな中、遥の好きな彼方を好

きになってしまい遥との関係にひびが入ってしまう。友情と恋がぶつ

かりあい大切なことを教えてくれる感動作。（2年）

板
橋
第
五
中
学
校
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『ワンダー』

作：Ｒ・」・パラシオ

訳：中井はるの

ほるぷ出版

わたしの好きな一文はコレ｜

｢ｵｷﾞｰはほんとうに奇跡。

すばらしい奇跡｡｣

この本はオーガストという、顔に生まれつき障害を持っている男の子が主

人公のお話です。オーガストと友達とも関係が変化していくのが最大の魅

力だと思います。私はお母さんが、本の最後に言った言葉が好きな一文で

す。何よリ印象に残リました。とても面白くて、感勤するお話です。ぜひ

読んでみてください。（1年）

『ホームレス中学生』

著：田村裕

ワニブックス

わたしの好きなー文はコレ!

お母さんは最後に笑っていた。

応7-ﾑj沁･

　　・　　　_･ .'‾‾

lll

11目

－ＲＡ

１
１
犬
作

申掌ま

iL前鬘

『エルマーとりゆう』

Ｒ．Ｓ．ガネット作

渡辺茂男　訳

福音館書店

わたしの好きな一文はコレ!

ないちやいけない、うちのこと

も、おもいだしちやいけない｣

これはエルマーシリーズの第２作目です。第１ｲ乍は冒険の始まりを書い

ています。原題は｢お父さんの竜｣という作品で主人公のエルマーがファー

ザーになっています。エルマーはとてもやさしい人で物語の始まりはエ

ルマーが野良猫を助けて竜を助けてほしいというとこから始まります。

エルマーは無事に帰れるのでしょうか？ぜひ見てください。(1年)

～情報委員会を見学して～

ある冬の日、板橋第五中学校情報委員会を

見学させていただきました。

あちこちに情報委員おすすめの本やあたら

しくはいった本などが立体的なポスターや

POPとともにそれぞれのコーナーにありま

した。とても工夫されていて手に取ってみ

たくなりました。委員だけでなく、生徒が

すすめる参加型のコーナーもあり、生徒同

士でコミュニケーションをとって盛り上げ

られていました。

その日の活動は学級文庫の選定。

読書通帳を活用していただいているよう

で、とてもうれしかったです。

板
橋
第
五
中
学
校

- － -

この本は、普通の生活を過ごしていた中学生の主人公が、家族バラバラ

になったりお母さんが死んだりという苦労をのりこえて生きていく話で

す。つらい状況でもお父さんお母さんに感謝しながら生きる主人公の姿

に感動します。ぜひ読んでみてください。（1年）



｢２．４３　清陰高校男子バレー部｣

壁井ユカコ　著

集英社

／
／
　
ｙ
ｉ
Ｆ

ｊ

脊
ｙ

?q一?へ1･・　、1

人数も足リないような弱小バレー部が全国大会を目指すシリーズ、

first　season。ひねくれた天才セッターと、坊ちやん豪快アタッカー

の一年生コンビが主人公。でも実はバレーが好きで仕方がない主将

と、それを支える腹黒い策略家の副主将の三年生コンビがチームを

まとめ、引っ張っています。チーム内外のいがみ合いや確執も丁寧

に書かれていて、運動部を知らなくても共感できる場面があります。

脇を固める個性際立つチームメイトや関係者も魅力的です。

｢さいごの毛布｣

近藤史恵　著

角川文庫

犬の最期をみとる「老犬ホーム」で働くことになった主人公。預かる

犬にも預ける人にも面倒を見る人にもそれぞれ事情があります。話せ

ない犬だから自分から観察して関わっていくことで、犬の個性や事情

を理解していきます。そして自分の感情の勤きを自覚し、苦手だった

家族に向き合うようにもなります。いくつになっても変われる変えら

れることに気づかされました。

｢氷菜｣

米潭穂信　著

角川文庫

ノ
ノ
　

わたしの好きな一文はコレ!

｢気になります｣

JI1刎

Ｓ１７●|

物事にあまリ積極的ではない男子高生が、ある事情で入部した部

活で、一人の女子高生と出会います。彼とは対照的に、エネルギー

に満ちた彼女が、意志の強さが垣間見える一言で、彼を振り回し

ていくさまが印象的です。日常の中の非日常に関わらざるを得な

くなった彼が何を思うようになるのか、彼女がもたらす非日常と

は何かを、ぜひ確認してみてください。

わたしの好きな一文はコレ|

『行くんやろ。春高。最後ま

でつきあうわ』



あとがき

今年度も板橋第四小学校・板橋第五中学校のみなさんと

　おすすめ本ぶっくりすとをつくることができました。

ご協力いただきました、児童・生徒のみなさん、先生方

　　出版社のみなさま、ありがとうございました。

板橋第四小学校・板橋第五中学校

　　おすすめ本ぶっくりすと

　2019年３月　初版１刷発行

　　　　　著者

板橋第四小学校図書委員会

板橋第五中学校情報委員会

　　　　　編集

　板橋区立東板橋図書館

行発

　　　　　板橋区立東板橋図書館

(指定管理者ナカバヤシ株式会社 東京本社）

〒173-0003　東京都板橋区加賀1 -10-1 5

ＴＥＬ

－Ｅ

03-3579-2666

｢｣刷：プリントパック

2019　板橋区立東板橋図書館

板橋第四小学校のおすすめ本

としょしつ しょうかい

・図書室紹介・

いたばしだいよん

板橋第四
としょしつ

しょうがっこう としょしつ

小学校の図書室は、

図書室は隣がパソコン室C

かい かい わ かし だいいち

1階と2階に分かれています｡1階の第一
おも　しら　がくしゆう　じゆぎょう　かつよう

一

C。
なっておﾘ， 主に調べ学習や授業で活用

できる図書室になっています｡また､2階の
ぶんがくさくひん　　はいか

　だいに

第二

としょしつ

図書室は

絵本といった文学作品を配架し､多くの本の中が
どくしょ たの まいにち　こ

か

ゝ

　よ

読

ら読みた

み

い

もの

物
や

ん　　えら

本を選ん

　　　としょしつ

で読書を楽しむことができ､毎日､子どもたちがよく利用している図書室

です。

いたばしだいよん

･－－い1げI

一
ルド

ー
し
ド
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1
1
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板橋第四
かく

各

がくねん

しょうがっこう　　　ねんかん　とお

小学校では年間を通して

　　　　　ぼん　　ぽっぷ

学年がおすすめ本のPOPをかいてく

ださっています。

ひがしいたばし

東板橋

いっかく

としょかん

図書館では１
ぽっぷ てんじ

かい

階

じどうしつ

児童室の

一角でPOPを展示しています。
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ほん

『ミスターオレンジ』
さくしや

作者：トウルース・マティ

朔北社

　　　　　　　す　　　いちぶんわたしの好きなー文はコレ！

｢アッペＩアッペ｣

｢そのとおリ｜｣

ほん しゆじんこう やおや しょうねん ちゆうもん ひとリ

この本は、主人公の八百屋の少年ライナスがオレンジを注文する一人の
がか した ひと よ

画家と親しくなリます。その人を「ミスターオレンジ」と呼びます。ナチス
しはい いのち に がか

が支配するヨーロッパから、命がけで逃げてきたその画家は､ライナスにとっ

て特別な存在となりました。ライナスは想像の自由を守ることを考えます。

物語といっても読みづらい人もいると思いますが、いいお話なので、

読んでみてください。（6年）

　はな
『花あ『ｲ‾已あかりともして』

さくしゃ．はっとり　ちはる　　え

作者：服部千春絵
　あかぎ
紅木

出版ワークス

　　　　　す　　　いちぷんわたしの好きな一文はコレ|

しゅん

春

jE!5!だけをのこしたのは、もしも:i?1;

あした　　　　　ちち　かえ今日明日にでも父が帰ってきたら

　　　　　　　畠もと、そう思ったからだ

せんそう いのち　たいせつ

ぜひ

か わたし

この本は、戦争のこと命の大切さなどについてのことが書かれています。私がおすす

　　　■■㎜　　　　　　　　　■　㎜　　　　　■　　　　　　　■■㎜㎜　　　　　　　　　　　　■■㎜㎜　　　　㎜リゆう へいせいう ひと せんそう せんそう つら

めした理由は、私たち平成生まれの人たちはまだ戦争についてのことや、戦争での辛

さなどを知らないからです。もし戦争のことを知っていたら、今の世界・生活がどれ

だけ大切なのかがとても分かります。また、生きることの大切さや「家族との時間は

とても大切だな」と分かるからです。ぜひ、読んでみてください。 (6年)

『メロンに付いていた

さくしや　　ほんだありあけ　　え
作者：本田有明　絵

かわでしょぼうしんしや

てがみ

手紙』

　みやおかずたか

宮尾和孝

河出書房新社

　　　　　　す　　　いちぷんわたしの好きな一文はコレ！

　かぞく　　わ｢家族で分lﾅ嘉ったほうが、
象ん球い

何倍もおいしくなる」

かいと じようび ほっかいどう　ゆうばり

手
紙
‐
‐
‐

メ
ロ
ン
に

j
･i詐一111一?

海斗は､たん生日に､北海道のタ張メロンをもらいました。そ

ｰ■■･-　　　　.J●J　　　　　■｡･･･　　J･･●　　　　　　　　　　　　　　　■

　てがみ手紙が

ぼく だいじ　そだ

｢僕たちが大事に育てました
I ″･'･¶f､/OII･
やまもとなつき

た

，讐

　谷

こには

おいしいので食べてくださし．０　ｇ

かいと

「山本夏樹」と書いてありました。海斗は、タ張メロンが気1･

ました。そこで、海斗はお母さん6

行くこ

こ、メロンを育ててい

こ入リ
　　ほっかいどぅ

る北海道l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しﾜ　　11rtﾉ　　　　　　　　い
とにしました。そこで、調べて連らくをとって行くこと1

はたして、二人はあえるのか？（5年）

よる あ

『夜が明けたら、いちばんに
さくしや しおみ　なつえ

作者・汐見夏衛

　　　　　しゅっぱんスターツ出版

あかね

きみ

　　　　　　　す　　　いちぷA，わたしの好きな一文はコレ｜

　ょる　　あ『夜が明けたら、いちぱんに

曹み　　あ
君に会いにいく』それがこの
え
絵のタイトルだった

じじょう しょうがくせい

こ会いにいく』

ゆうとうせい　えん

－

Ｌ

－
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あかね

茜はある事情が小学生のころあり、マスクをした優等生を演じています。ですが茜

　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　I■　　　　　　　-■■●■a　｡･　■■　　　　　　　■一-■■･ひと おな ふかがわせいじ ほうだい　い

には、ただ１人きらいな人がいました。同じクラスの深川青磁。やリたい放題、言い

　　ほうだい　　じゆうじん　　せいじ　　　　　　　ぶんかさい　　　　　　せいじ　ちから　かたい放題な自由人の青磁だったが、文化祭のげきで青磁に力を借リることになります。

孤独ときゅうくつさでどうしようもなくなっていた自分を救ってくれたのは…青磁だっ

た。青磁といる時間は茜の心をとかしていき…（5年）
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